
東京外国語大学の入試で実施されている、 

スピーキングテスト(BCT-S)を紙上体験してみましょう！

BCT-S（British Council TUFS - Speaking Test for Japanese Universities）は、東京外国語

大学とブリティッシュ・カウンシルが協働で開発した大学入試用スピーキング・テストです。 

BCT-Sの特徴 

BCT-Sは、日本で中等教育を受けた学習者の英語でのコミュニケーション力を測定するこ

とができます。テストはコンピューターで実施され、所要時間は約 12 分です。設問は大きく

分けて以下の 4つのパートに分かれており、問題が進むごとに難易度が上がります。 

（1）受験者自身についての説明

（2）理由や説明を明確にして自分の意見を述べる

（3）写真の描写や比較を理由や説明と共に述べる

（4）抽象的なトピックについて、自身の経験や意見を述べる

最初に下記インストラクション表示されます。 



   

 
 

 

 

 

 

 

次に下記インストラクションが表示されます。自分の声が録音されているかどうかを確認

するマイクチェックを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



PART ONE 

大問１には、３つの小問があります。 

上記インストラクションが読み上げられたあと、解答開始の合図音が鳴ります。 

１） 

２） 

３）



PART TWO 

大問２には、３つの小問があります。 

表示された写真に関して質問されますので解答してください。 

１） 

２） 

３）



PART THREE 

大問３には、３つの小問があります。 

表示された写真に関して質問されますので解答してください。 

１） 

２） 

３）



PART FOUR 

大問４では、２分間でプレゼンテーションを行います。出題された抽象的なトピックについ

て、自身の経験や意見を述べてください。 

解答を始める前に、１分間の準備時間があります。必要であればメモをとりながら、自分

の考えをまとめてみましょう。 




